新聞学原論Ⅰ特別講義


―今、私たちは何をしなければならないか―
ゲスト講師：　菅家利和さん
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日時：
2011年6月30日（木）
13時15分～14時45分

場所：
今出川校地新町キャンパス
臨光館201番教室（R201）
※予約不要・入場無料ですので、是非ご参加ください※

＜足利事件＞
1990年5月、栃木県足利市で女児が行方不明になり、近くの渡良瀬川河川敷で遺体となって見つかった足利事件で、県警は91年12月、幼稚園の元バス運転手の菅家利和さんを、DNA型鑑定を証拠に逮捕。新たなDNA鑑定で無実と判明し、2009年6月千葉刑務所から17年半ぶりに釈放された。宇都宮地裁の再審裁判で10年3月26日、無罪判決が言い渡され、無罪が確定。見込み捜査、自白強要、証拠捏造、無実証拠隠しなど「冤罪作り捜査」の問題と共に、メディアが冤罪に加担し、裁判所が予断に基づいて誤った判決を出した点も忘れてはならない。
問い合わせ：同志社大学社会学部メディア学科教授・浅野健一
〒602－0047　京都市上京区今出川通新町上ル　同志社大学社会学部

電話：075－251－3457（浅野研究室）、FAX：075－251－3066（学部共用）
